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進行または再発非小細胞肺がん治療のため 

当院でニボルマブ（オプジーボ®）とイピリムマブ（ヤーボイ®）を

ご使用されていた患者さんの診療情報を用いた臨床研究への 

ご協力のお願い 
 

当院では、進行または再発非小細胞肺がん治療のため、ニボルマブとイピ

リムマブをご使用されていた患者さんの診療情報を用いた下記の研究を実施

いたしますので、ご協力をお願いいたします。 

 

[臨床研究課題名] 

未治療進行または再発非小細胞肺がんを対象としたニボルマブ＋イピリム

マブ±化学療法併用療法の日本における治療実態および有効性と安全性に

関する観察研究 

[臨床研究の目的] 

日本の実臨床下において、非小細胞肺がん患者さんに対するニボルマブ+イ

ピリムマブ＋化学療法併用療法およびニボルマブ+イピリムマブ併用療法の

治療実態を明らかにするとともに、有効性と安全性について検討すること

を目的に実施いたします。 

[臨床研究の意義] 

免疫チェックポイント阻害薬であるニボルマブとイピリムマブの併用治療

は、非小細胞肺がん患者さんに対する有効性と安全性が国内外の研究によ

って示されています。しかし、日本でこの治療を受けた非小細胞肺がん患

者さんの数は限られています。 

そのため、この臨床研究はニボルマブとイピリムマブの併用療法およびニ

ボルマブとイピリムマブと化学療法の併用療法をより安全で有効に投与す

るためのデータを得ることを目的に実施します。この臨床研究を通して、

非小細胞肺がん患者さんに対する安全で有効な治療法に役立つさらなる情

報が得られることが期待されます。 

[臨床研究の方法]  

この臨床研究は、非小細胞肺がん患者さんのうち、ニボルマブとイピリム

マブの併用治療またはニボルマブとイピリムマブと化学療法の併用療法を

受けた患者さんを対象に、日常診療で行われている検査や治療を基に、診

療録などから研究担当医師があなたの生年月、病歴、身体所見、検査結

果、治療状況などの情報を安全なオンラインウェブサイトを用いて集め、

治療効果や副作用の発現等について解析します。 
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この臨床研究について、研究計画や関係する資料、ご自身に関する情報を

お知りになりたい場合は、他の患者さんの個人情報や研究全体に支障とな

る事項以外はお知らせすることができます。 

研究に利用する患者さんの個人情報に関しては、お名前、住所など、患者

さん個人を特定できる情報は削除して管理いたします。また、研究成果は

学会や学術雑誌で発表されますが、その際も患者さんを特定できる個人情

報は公開されません。 

また、将来、同一の薬剤を用いた研究やこの臨床研究の対象となる疾患ま

たは関連する疾患の研究、国内外の医薬品としての承認を得る目的、研究

結果の報告書や研究論文等の作成のため利用される可能性がありますが、

その際も患者さんを特定できる個人情報は公開されません。 

 

 

情報がこの臨床研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの

代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連

絡先までお申出ください。この場合も患者さんに不利益が生じることはありま

せん。 

 

[連絡先] 

山口宇部医療センター 腫瘍内科 

研究責任医師：前田 忠士 

住所：〒755-0241 山口県宇部市大字東岐波６８５ 

電話： 0836-58-2300（代表）     FAX：0836-58-5219 

 

 

 


